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１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 〇 あり

見込み なし

確定 あり

見込み 〇 なし ●

確定 〇 あり

見込み なし

確定 あり

見込み 〇 なし ●

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 〇

見込み

※全ての指標について記入

目標値

14

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

8,500

53,300

20 △

事後評価

1年以内の
達成見込み

×

34.5

見込み・確定
の別

38.7 〇％ 51.5

1年以内の
達成見込み

計測時期

R　　年　月

R４年４月

〇

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
道路、歩道に対する
不満度

25 R４年４月 ○

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

×

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

総合所見

道路の改築や美装化により、安
心して歩ける歩行者空間の確保
が図られ、道路・歩道に対する不
満度の改善に繋がった。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたて
る

従来よりも魅力のある広場が整
備され、イベントの開催が増加し
た。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたて
る

新型コロナウイルスの感染拡大
の影響で、臨時休館の増加によ
る開館日数の減少、来館者の減
少のため、目標値には及ばな
かった。

公共施設の機能の集約化により
利便性が良くなり利用者数の増
加に繋がった。

指標２
かわのえ高原ふるさ
と館の年間利用延
べ人数

人/年 7,682

指標３
地域交流センターの
年間利用延べ人数

人/年 39,575 55,520 R　　年　月

4,765

新型コロナウイルス
の感染拡大により、
小中学校の総合学習
の実施が中止となり、
加えて、一般の来館
者も減少したため。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたて
る

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたて
る

2,619

その他の
数値指標１

公園・緑地に対する
不満度

指標４

指　標 従前値

にぎわい広場を使
用したイベント数

件/年 11

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたて
る

R　　年　月
にぎわい広場やポケットパークの
整備により公園・緑地の不満度
の改善に寄与した。

28.9

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

％ 45.7

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

見込み・確定の別

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

立地適正化計画に基づき、居住の誘導を図っていく必要がある。

多様なニーズに対応できるよう、展示物の充実・更新を図る必要
がある。

人流の増加につながる様々なイベントを通して、地域の活性化を
図っていく必要がある。

今後の課題　その他特記事項

道路の改良、整備等計画的に推進していく必要がある。

多世代交流を推進を図るため、イベント等を積極的に実施していく
必要がある。

実物の展示により、歴史文化への興味を高めること
ができた。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

本市の歴史に根差した企画展や体験教室を実施した。

商店街と連携したマルシェの開催や音楽グループによるステー
ジイベントの開催を行った。

実施時期

商店街、広場の回遊が生まれ、ファミリー層や若い
世代の来街が増加した。

具体的内容

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

安心安全な歩行空間確保の推進

多世代間交流の持続

まちなか居住の推進

事後評価シート　添付様式5－③から転記

歴史文化の創造と本市ならではの文化の創造

賑わいを創出するイベントの開催

実施した結果実施した具体的な内容


